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昭和～平成時代の主な風水害、 土砂災害

年月 概 要

昭和 9.9 室戸台風。室戸師に上陸。 上陸時の中心気庄911.6hPa、 日本では観測史上3位。甲浦港海
岸で高潮被害。近畿地方を中心に桂害甚大、 死者2.702入、 行方不明334入、 床上床下埋
ホ40万棟以上

昭和20. 9 枕崎台風。室戸台風、伊勢南台風と並ぶ昭和三大台風。全国で死者2.473入、行方不明者1283
入、住家損壊89,8),g棟、 床上・時下浸水273 ，田8擁

昭和34. 9 伊勢湾台風向室戸台風、 枕崎台風と並ぷ昭和三大台風
野担海岸で湛水面積JOOha、72戸が流失又は全壊。民害救助法適用

昭和36. 6 集中豪雨。宍瞳で6日聞の総雨量が1,089mmを記録、 平地では日本最大。野根では日降水
量46Cmm

9 第2室戸台風。室戸岬で観測史上2位の最大瞬間風連84.5m。早浦港海岸で商潮桂害。近
植地方を中心に桂害甚大、全国で死者194人、 行方不明者8人、席上床下置水36万棟以上

昭和38. 4 集中華雨。鴨回描琉失。淀ケ磯の国道土砂崩れ多く、 オチズで通行止め

昭和40. 9 台風23号。室戸岬で台風として日本町観測史上最も強い最大風速69.8m、史上5位の最大
， 瞬間風連77.Jm。室戸市と車洋町に見害救助法適用

昭和41. 5 集中豪雨。 3 日聞の荷量は住喜浜田8mm、 野根670mm

昭和45. 8 土世湾台風。 高知県全体で死者・行方不明者13入、 全半壊4,439棟、床上床下置水40 ，却3
棟。 甲捕沿岸で最高潮位145cm、 住喜浜沿岸で188cm

昭和50.11 野根東町で藤田スケ ー ル［FI］の竜巻が尭生。住家に大きな桂害

昭和62. 8 落雷でサ ー ファ ー 6人死亡、 6人負悟

平成元8 台風17号。世喜浜て・7.13mの高潮・高誼

平成6 . 9 台風26号。住喜眠で6.61mの高潮ー高龍、野根海岸で離岸堤1基桂毘

平成9. 7 台風9号。佳喜浜で且73mの高潮・高龍、 野根海岸で越龍、 車屋破損等の世害

平成JO. 5 集中豪雨。 押野川など中小の川が氾置L融甚見書指定（同年9月の高知牽商とは異なる）

平成II. 7 「フェリ ー むろとjが甲浦港に入港しようとした際、 台風呂号の強風にあおられて紡掠堤
に接触桂、 浅瀬に釆り上げて座礁

平成13. 8 台風II号。住喜棋で6.76m町高潮 ・ 高雄、野根海岸で広範囲の越波世害

平成15. 8 台風JO号。 強風により屋根が破損、住宅半壊2棟、行方不明l人
II 豪雨虫害。24時間最大雨量63 2mm、 時間最大雨量117mmによって国道55号町野根中町在

から佐喜浜町入木字猪崎問で土石流

平成16. 6 台風4 号。東洋町字チャエンの国道55号の山側斜面から落石
JO 台風お号。土住情水市に上陸。 室戸市叢生で防潮堤破壊 により、 公営並宅が越放で半壊し

3人死亡、 半壊II戸、床下世水26戸

平成18. 4 大雨。谷川の越流による桂害。床下浸水が名留川と捕で各l植

平成20. 6 大雨。野根地区で府下琵水1棟

平成23. 9 台風12号。町内でも強風により屋根町一部が損壊する等、 住家一部損壊。 北川村平鍋で大
規模在土砂見害
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注藤田スケ ー ル［Fl）・藤田（シカゴ大学｝氏による竜巻の強さの評価設定。Flは風連i33～49m/s
資料「東洋町地域防虫計画」（平成盟年12月｝
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四

南海地震対策

地震名 量生年 置模 概 要

白血地震
回4年 M8.4 土佐で甚大な津波被害。『続日本記』に『土佐園町田苑五十余

（飛鳥時代） 万頃（50万町、 約12Km＇）没して梅となる」と記されている

仁和地軍
887年 MIW～8B 震源措は阿世 ・ 紀伊沖。津披もi半い、 建築物の倒壊、多くの

（平安時代） 死悔者を出した

鹿和地震
1099年 MS.0-83 土佐で回約1,0曲haが海に沈む津躍。 2年前に東海・東南揮

（平安時代） 地震と推定される永畏地震
正平地震 1361年 M8B 震源域は阿世 ・ 紀情沖。津披で土住にも披害（康安地震） （室町時代｝

座長地震
1605年 M7.9 東海・東南海南海連動型地震。大津龍で、肩総半島から土

（江戸時抗｝ 佐にかけて桂害甚大。 宍古から室戸岬にかけての死者数千人

1707年
南海トラフのほほ全域にわたってプレート聞の断層破壊が藷

宝永地震 M8.6 生。量失は潮岬沖。10回余の大浮世が寄せ、 高知県沿岸町津（江戸時代）
植は5 ～26m

1854年
東海 ・ 東南海南樺連動型地震。震源は阿世紀伊沖。約32

安政甫揖地震 M8.4 時間前に浜名湖沖を震央とする安政車海地震が藷生。津植は（江戸時代） 宍喰で5 ～ 6m、 室戸3.3m

震源域は潮岬1中。高知県全体で死者行方不明者679入、 ま

昭和南海地震
昭和21年 M8.0 屋流失5田棟以上。 甲請は樟世で軒先近くまで浸水し、 lm

(1946) , 沈下。野根は津棋の瞳害はなかったものの、 揺れによる家屋
の倒壊が著しし939戸のうち全頃96戸、 半壊435戸

チリ地量
昭和35年 M9.5 

太平洋岸の広い地域にl～4mの津披。甲捕で52cmの樟櫨。
(1田0) 全国で死者行方不明者142人。県内は負悟者I人、全壊7棟

東北地方 平成23年 M9.0 震源はェ陸沖。死者 関連死合わせて2万人以上。 高知県の
太平洋沖地震 （却11) 津植は須崎港湾奥の桜川で278cm、 室戸で73cm

図表7 2歴史的な地震・津波
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資格I東洋町地域防虫計画」［平成2B年12月）ほか
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海
地
震
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の
歴
史

地
震
が
多
発
し
て
お
り、
地
震
国
と
い
わ
れ
る
日
本
に

あ
っ
て、
東
洋
町
を
含
め
高
知
県
も
地
震
と
と
も
に
津
波

に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
が
し
ば
し
ば
で
あ
る。
特
に
最
近、

南
海
地
震
や
南
海・
東
南
海・
東
海
地
震
が
連
動
す
る
南

海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
き
て
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る。

過
去
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
み
る
と、
南
海
地
震
や
南
海
ト

ラ
フ
地
震
が
幾
度
も
発
生
し
て
お
り、
海
に
面
し
て
い
る

た
め
津
波
の
被
害
も
多
い
こ
と
が
わ
か
る
（
図
表
7
1

2）。
通
常、
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海
地
震
あ
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は
南
海
ト
ラ
フ
地
震
と

い
わ
れ
て
い
る
地
震
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古
文
書
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記
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れ
て
い
る
こ
と

か
ら
考
え
て、
白
鳳・
仁
和・
康
和・
正
平
（
康
安）

慶
長・
宝
永・
安
政、
そ
し
て、
昭
和
南
海
地
震
を
加
え、

七
世
紀
後
半
か
ら
こ
O
世
紀
半
ば
ま
で
に
八
固
と
さ
れ

る。
こ
れ
は
現
段
階
の
こ
と
で
あ
り、
今
後、
古
文
書
の

発
見
な
ど
に
よ
っ
て
更
新
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
得
る。

江
戸
時
代
以
降
の
四
回
は、
お
お
む
ね一
0
0
1
T
五

O
年
の
間
隔
で
あ
っ
た
た
め、
二一
世
紀
前
半
で
発
生
す

る
こ
と
が
危
倶
さ
れ
て
い
る。
ま
た、
こ
れ
以
外
に
も
四

国
や
高
知
県
に
影
響
の
あ
っ
た
地
震
と
し
て、
八
世
紀
前
半
か
ら
現
在
ま

で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
7
前
後
の
地
震
が
い
く
つ
も
見
ら
れ
る。

東
洋
町
の
昭
和
南
海
地
震
の
様
子

昭
和
宵
海
地
震
は
津
波
を
伴
い、

四
園、
九
州、
中
園、
近
畿、
中
部
地
方
と
広
範
聞
に
及
ぷ
大
災
害
で
あ
っ

た。
東
洋
町
（
合
併
前）
の
様
子
が、
『
南
海
大
震
災
史」
（
高
知
県
発
行

に
見
ら
れ
る。

当
時
の
野
根
町
で
は、
震
源
に
は
比
較
的
近
い
が、
面
し
て
い
る
の
が

外
海
の
た
め
に
津
波
の
被
害
は
な
か
っ
た。
し
か
し、
砂
正
地
や
野
根
川

の
旧
流
路
に
当
た
る
地
域
で
は、
家
屋
の
倒
壊
が
多
か
っ
た。
そ
の
他
の

地
域
は、
大
部
分
が
地
盤
の
か
た
い
山
地
に
あ
る
た
め、
被
害
は
大
き
く

は
な
か
っ
た。
一
方、
当
時
の
甲
浦
町
で
は、
津
波
は
港
の
奥
に
浸
入
し、

軒
端
近
く
ま
で
浸
水
し
た。
し
か
し、
家
屋
は
山山
沿
い
に
建
っ
て
い
る
た

め
に
流
失
は
免
れ、
津
波
は
三
回
目
が
最
も
高
か
っ
た。
多
少
地
盤
が
沈

下
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
が、
用。
浦
は
地
盤
が
か
た
い
の
で、
地
震
に

よ
る
被
害
は
僅
か
で
あ
っ
た。

第4町防災対車
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